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参考：「地域コミュニティパートナー養成研修」での進行案 

「地域コミュニティパートナー養成研修」指導者用テキストから抜粋 

Ⅰ 入門編：研修指導の手引き 

 

必須－① 研修メニュー：「振り返ってみよう！あなたの『ご近助力』」／形態：個人ワーク 

※必須編の会場設営としては、受講者にあらかじめグループ（６～８人程度）に分かれて座ってい

るものとします。 

 

（１）テーマ 

 「自分と身近な地域との関わりを振り返ろう」 

（２）ねらい 

 ・「ご近助力（ご近所での助け合いの力）」チェックシートを用いた自己チェックを行い、自分 

 と地域との関わり方について、振り返る。 

（３）進め方と内容のポイント 

 ① 教材として、「ご近助力」チェックシートを配付する。チェックシートは、次のもので構成

されている。 

  ・10区分 50項目の設問 

  ・自己分析表 

  ・『ご近助力』レーダーチャート 
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 ② 「こ近助力」チェックシートは、「私たちの暮らしの居心地の良さや安心」につながってい

る住民一人ひとりの営みや人と人との関係性、場所等を 10区分 50項目にまとめたものである

ことを説明し、まずは、50項目の自己チェックに取り組んでもらう。（時間は、約 15分間） 

 ③ 次に、自己分析表を使って、受講者一人ひとりが自己分析することで、自分とご近所とのつ

ながり、地域への愛着、暮らしの安心感等を度数化して、分かりやすく振り返ってみましょう

と促す。（約５分間） 

  

 ≪ポイント１≫ 目的を明確にする 

  このチェックシートは、住民がチェックした結果を社会福祉協議会が集計・分析し、そのデー

タを活用するという目的のために実施するものではない
．．．．

。 

  このチェックシートの本来の目的は、 

  ◎住民個々の「振り返り」と「気づき」を引き出す 

  ◎結果の共有によって、話し合いや協議を効果的に進める 

  ためのツール（道具）である 

 ≪ポイント２≫ 自己分析表とレーダーチャートで結果を振り返る 

  自己分析表を使って、「自分とご近所とのつながり」、「地域への愛着」、「暮らしの安心感」を

度数化して、分かりやすく振り返る。 

  また、レーダーチャート化することで、全体像を捉えやすくする。 

  自己分析表の記入については、進行役の職員が手順を説明しながら進めます。 

 

 

必須－② 研修メニュー：「小地域福祉活動の基盤」／形態：グループ演習 

 

（１）テーマ 

 「身近な地域の福祉活動（住民の営み）に気づく」 

（２）ねらい 

 ・自己分析の結果を共有するとともに地域の中で取り組まれている地域福祉活動について知る。 

（３）進め方と内容のポイント 

 ① 自己分析結果をグループのメンバーに発表する。 

  ・発表は、レーダーチャートをみせながら、活動や関心が低い結果となった項目、高い結果に

なった項目を中心に発表し、自分なりにそのようになった結果についての理由も付け加えて報
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